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主な項目

来賓として挨拶する新島局長

あれから３年、

南木曽町の主催で開催

「南木曽町豪雨災害復旧工事竣工報告会」
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［
企
画
調
整
課
、
技
術
普
及
課
］
六
月
八
～
九

日
に
中
部
森
林
管
理
局
及
び
飯
綱
高
原
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
各
署
等
の
職
員

四
十
六
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
無
人
航
空
機
を
業
務
全
般

に
活
用
す
る
た
め
、
管
内
全
署
等
に
配
置
し
た

こ
と
に
併
せ
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
日
目
は
、
局
大
会
議
室
に
て
、
航
空
法
と

中
部
局
版
「
無
人
航
空
機
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
説

明
と
、
実
際
に
飛
行
す
る
際
に
必
要
と
な
る
知

識
等
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
習
内

容
は
、
飛
行
に
必
要
な
内
容
ば
か
り
で
あ
る
た

め
、
参
加
者
は
真
剣
な
面
持
ち
で
受
講
し
て
い

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
飯
綱
高
原
ス
キ
ー
場
に
場
所
を

変
え
、
四
台
の
無
人
航
空
機
を
使
用
し
た
実
技

講
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
交
代
で
そ
れ

ぞ
れ
数
分
間
、
離
陸
前
準
備
、
離
陸
、
飛
行
中

の
操
作
、
着
陸
を
行
い
、
ま
た
無
人
航
空
機
の

自
動
帰
還
機
能
や
、
撮
影
機
能
等
に
つ
い
て
確

認
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
無
人
航
空
機
の
高
機
能
に

対
す
る
驚
き
の
声
や
、
具
体
的
に
様
々
な
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
を
提
案
す
る
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
に
は
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

て
実
際
の
使
用
と
訓
練
に
よ
り
自
己
の
技
術
を

高
め
、
ま
た
、
他
の
職
員
を
対
象
に
伝
達
講
習

に
よ
り
使
用
者
の
拡
大
な
ど
、
無
人
航
空
機
の

活
用
に
向
け
た
取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

［
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
木
曽
署
］
中
日
森
友

隊
は
、
主
に
愛
知
県
内
の
住
民
が
参
加
し
、
平

成
八
年
に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。
育
林
作
業
を
通
じ
て
森
林
環
境
づ
く
り
の

手
助
け
を
行
い
、「
緑
を
育
て
森
に
親
し
む
」

市
民
の
輪
を
広
げ
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
愛
知
県
設
楽
町
の
段
戸
国
有
林
で
設

定
中
の
「
中
日
森
友
隊
の
森
」
を
は
じ
め
、
県

内
外
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
日
、
木
曽
森
林
管
理
署
管
内
の
御
岳

国
有
林
内
「
国
民
の
森
」
に
お
い
て
除
伐
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
国
民
の
森
」
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月

十
四
日
に
発
生
し
た
長
野
県
西
部
地
震
に
よ
り

土
石
流
が
濁
川
を
埋
め
尽
く
し
た
跡
地
に
、
昭

和
六
十
二
年
五
月
に
当
時
の
長
野
営
林
局
と
中

日
新
聞
社
が
、
共
同
で
約
一
七
㌶
を
造
成
し
た

場
所
で
、
中
日
森
友
隊
で
は
結
成
直
後
か
ら
当

地
を
訪
れ
、
除
伐
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
三
十
二
名
の
参
加
者
が
五
班
に
分

か
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
、
木
曽
森
林
管

理
署
内
及
び
地
元
森
林
事
務
所
か
ら
六
名
の
職

員
が
各
班
に
分
か
れ
て
作
業
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

真剣な面持ちで聞き入る参加者

実際にドローンを飛行させて実技講習

職員から作業方法・注意点の指導

上空120ｍからのドローン撮影写真

無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

講
習
会
を
開
催

中
日
森
友
隊
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
　
　
　 除
伐
作
業
を
実
施

中
日
森
友
隊
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
　
　
　 除
伐
作
業
を
実
施
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参
加
者
の
中
に
は
以
前
に
も
参
加
し
て
い
る

方
が
多
く
、
ハ
ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
カ
ン
バ
と

共
に
植
え
ら
れ
た
ヒ
ノ
キ
が
、
胸
高
直
径
一
四

～
二
〇
㌢
㍍
程
度
に
生
育
し
、
う
っ
そ
う
と
し

た
林
の
中
、
ノ
コ
ギ
リ
を
手
慣
れ
た
手
つ
き
で

扱
い
、
除
伐
木
の
伐
倒
や
伐
倒
木
の
玉
伐
り
、

集
積
の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
か
ら
一
時
間
経
っ
た
頃
に
降
雨
の

た
め
、
作
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

参
加
者
か
ら
は
「
調
子
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
な

の
に
残
念
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
「
林
の

中
が
明
る
く
な
り
、
気
分
爽
快
」「
機
会
が
あ

れ
ば
ま
た
来
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
平
成
二
十
六
年
七
月
に
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
南
木
曽
町
豪
雨

災
害
か
ら
丸
三
年
と
な
る
七
月
九
日
に
、
町
主

催
に
よ
る
「
南
木
曽
町
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
竣

工
報
告
会
」
が
町
内
の
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
復
旧
復

興
に
関
わ
っ
た
関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
約

百
三
十
名
が
出
席
し
、
当
局
か
ら
は
、
新
島
局

長
、
酒
向
支
署
長
の
ほ
か
治
山
グ
ル
ー
プ
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
災
害
で
亡

く
な
ら
れ
た
一
名
の
若
者
の
尊
い
命
に
黙
と
う

を
捧
げ
た
の
ち
、
向
井
南
木
曽
町
長
よ
り
、

「
多
く
の
皆
様
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
も

復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
町
の
将
来
へ

と
つ
な
げ
、
住
民
一
同
今
後
と
も
精
一
杯
、
活

気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
新
島
局
長
は
、「
中

部
森
林
管
理
局
が
災
害
発
生
直
後
か
ら
復
旧
に

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
こ
れ
ら
の

対
応
に
つ
い
て
人
事
院
総
裁
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
、
そ
し
て
、
今
後
万
一
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
、
国
有
林
の
技
術
力
を
フ
ル
に

活
用
し
、
被
災
自
治
体
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
国
有
林
と
し
て

よ
り
一
層
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
地
域
の

皆
様
の
た
め
に
精
一
杯
汗
を
流
し
て
い
く
」
と

挨
拶
で
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
災
害
の
発
生
時
か
ら
復
旧
に
至

る
ま
で
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
映
像
が
紹
介
さ

れ
、
工
事
関
係
者
か
ら
地
域
の
方
々
へ
工
事
へ

の
協
力
に
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
住
民
を
代
表
し
て
土
石
流
が
発
生

し
た
梨
子
沢
の
左
岸
横
に
あ
る
南
木
曽
小
学
校

の
当
時
の
学
校
長
か
ら
、「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

運
行
し
て
い
た
小
学
校
手
前
の
橋
梁
も
被
災
し

流
出
し
て
し
ま
う
な
ど
、
児
童
に
も
多
く
の
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
梨
子
沢
は
、

新
た
に
整
備
さ
れ
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
蛇
抜
け
（
※
土
石
流
）
が
起
こ
っ
た
こ
と

は
、
後
世
に
語
り
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
話

さ
れ
、
報
告
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
南
木
曽
に
は
、「
白
い
雨
が
降
る
と
抜
け

る
。」
と
い
う
俚り
げ
ん諺
が
あ
る
。）

手馴れた様子で作業する参加者

向井南木曽町長の挨拶

竣工報告会の会場の様子

報告会で紹介されたスライド

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

あ
れ
か
ら
三
年

　「
南
木
曽
町
豪
雨
災
害
復
旧
工
事

�

竣
工
報
告
会
」
を
開
催
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［
飛
騨
署
］
五
月
三
十
日
、
標
高
二
〇
〇
〇
㍍

前
後
の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
て
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
「
御
岳
自
然
休
養
林
」

（
高
山
市
高
根
町
）
に
て
国
有
林
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
運
動
は
、
一
般
観
光
客
等
の
入
り
込
み
が

多
い
自
然
休
養
林
の
周
辺
の
道
路
、
駐
車
場
、

歩
道
等
の
ゴ
ミ
を
な
く
そ
う
と
、
名
古
屋
林
業

土
木
協
会
、
名
古
屋
造
素
協
、
高
山
市
や
チ
ャ

オ
御
岳
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を

得
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
す
が
す
が
し
い
天
候
の
な
か
、
約

五
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
清
掃
活
動
に
汗
を

流
し
、
軽
ト
ラ
二
台
分
（
一
四
〇
㎏
）
に
も
及

ぶ
ゴ
ミ
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
も

年
々
減
少
傾
向

に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

　

当
署
で
は
、

地
域
住
民
と
の

協
同
作
業
の
重

要
性
と
そ
の
効

果
を
認
識
し
、

今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
六
月
四
日
、
飛
騨
森
林
管
理
署
管

内
に
あ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
植
物
群
落
保
護
林

（
高
山
市
荘
川
町 

山
中
山
国
有
林
）
に
て
ニ
ホ

ン
ジ
カ
等
の
侵
入
防
止
の
た
め
電
気
柵
設
置
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
六
月
十
三
日
に
、
愛
知
森
林
管
理

事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、「
鳥
獣
保
護
及
び

狩
猟
に
関
す
る
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
職
員
と
と
も
に
民
国
連
携
の
観

点
か
ら
東
三
河
地
区
の
市
町
（
新
城
市
、
設
楽

町
）
及
び
愛
知
県
関
係
機
関
か
ら
の
参
加
者
を

含
め
た
三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
ま
ず
愛
知
県
環
境
部
保
護
課
職

員
を
講
師
に
招
き
「
狩
猟
と
許
可
捕
獲
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
概
要
、
愛

知
県
が
策
定
し
た
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
の

概
要
、
愛
知
県
の
鳥
獣
被
害
状
況
及
び
被
害
対

策
状
況
等
の
説
明
を
受
け
、
鳥
獣
保
護
や
狩
猟

に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

参加者全員で記念写真

回収された、軽トラ２台分のゴミ

　

同
区
域
は
、
岐
阜
県
の
天
然
記
念
物
「
山
中

峠
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
落
」
に
も
指
定
さ
れ
て
お

り
、
自
動
撮
影
装
置
を
用
い
た
調
査
デ
ー
タ
に

よ
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
湿
原
に
侵
入
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
電
気

柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
毎
年
、
地
元
寺
河
戸
町
内

会
、
岐
阜
大
学
、
高
山
市
、
飛
騨
森
林
管
理
署

が
連
携
し
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
作
業
は
今
回
で
七
回
目
と
な
り
参
加
者
も

手
慣
れ
た
も
の
で
、
岐
阜
大
学
生
十
名
の
参
加

が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
作
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
し
た
。
毎
年
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
防

護
柵
内
で
の
食
害
は
ほ
ぼ
完
全
に
防
が
れ
、
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
も
徐
々
に
回

復
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
分
布

域
が
拡
大
し
高
山
帯
へ
の
侵
入
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
個
体
数
調
整
と
合
わ
せ
た
取

り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支柱へ電線を取付作業中

岐阜大学生による作業の様子

「狩猟と許可捕獲について」講習会の様子

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
に

�

電
気
柵
設
置

鳥
獣
保
護
・

�

獣
害
対
策
講
習
会
を
開
催
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そ
の
後
、
当
所
職
員
か
ら
「
く
く
り
わ
な
」

に
つ
い
て
実
演
に
よ
る
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
の
増

加
や
分
布
区
域
の
拡
大
に
よ
り
被
害
が
深
刻
化

し
つ
つ
あ
り
、
広
域
的
な
被
害
対
策
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
所
に
お
い
て
も
講
習
会
等
を
通
じ
た
知
識

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
防
護

柵
等
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
、
生
息
状
況
調
査

の
実
施
、
猟
友
会
と
の
連
携
に
よ
る
捕
獲
の
検

討
を
行
う
な
ど
、
効
果
的
な
被
害
対
策
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
当
署
で
は
、
六
月
十
三
日
に

職
員
を
対
象
に
ド
ロ
ー
ン
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
先
日
局
で
の
講
習
を

受
講
し
た
中
村
治
山
技
術
官
、
古
田
地
域
技
術

官
か
ら
無
人
航
空
機
に
関
す
る
安
全
な
飛
行
の

確
保
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
平
成
二
十
九
年
六
月
中
部

森
林
管
理
局
）
の
説
明
を
受
け
た
後
、
与
川
森

林
事
務
所
部
内
の
南
木
曽
国
有
林
で
実
際
に
両

名
が
操
縦
し
な
が
ら
の
説
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
①
事
業
に
活
用
す
る
た
め

に
国
有
林
野
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を

図
る
と
使
用
し
や
す
い
、
②
業
務
計
画
等
の
山

見
や
治
山
・
林
道
の
災
害
把
握
に
は
能
力
を
発

揮
で
き
る
、
③
地
表
植
生
ま
で
も
確
認
で
き
る

の
で
植
付
の
全
域
検
査
に
も
活
用
で
き
る
、
④

シ
カ
防
護
柵
の
巡
視
は
ズ
ー
ム
機
能
が
あ
る
と

便
利
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
は
出
署
日
で
全
職
員
が
集
ま

る
機
会
に
ド
ロ
ー
ン
の
性
能
や
現
場
で
の
活
用

方
法
等
の
説
明
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
は
各
種
調
査
や
災
害
対
応
等
、
各
業

務
で
活
用
に
必
要
と
な
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
養

成
す
る
た
め
講
習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

町
村
職
員
や
議
員
の
国
有
林
視
察
、
さ
ら
に
は

森
林
教
室
や
植
樹
祭
な
ど
一
般
を
対
象
と
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
を
利
用
し
て
国
有
林

の
新
た
な
取
り
組
み
や
技
術
を
広
く
紹
介
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
富
山
署
］
六
月
十
三
日
、
水
無
国
有
林
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
利
賀
飛
翔
の
会
と
富
山
森
林
管
理
署

が
合
同
で
イ
ノ
シ
シ
対
策
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
該
地
は
、
ブ
ナ
を
主
体
の
広
葉
樹
林
に
囲

ま
れ
た
湿
原
が
広
が
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
等
の
湿
性
植
物
群
落
や
希
少
種

の
ヤ
シ
ャ
ビ
シ
ャ
ク
、
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
が
自

生
し
、
富
山
県
白
木
水
無
県
立
自
然
公
園
第
一

種
特
別
保
護
地
域
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
植
物
根
の
食

害
跡
が
確
認
さ
れ
、
く
く
り
罠
の
設
置
な
ど
有

害
鳥
獣
捕
獲
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

被
害
状
況
の
確
認
に
よ
り
湿
原
の
荒
廃
が
懸
念

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
十
一
月
、
富
山
大
学
、
富
山

県
、
南
砺
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
賀
飛
翔
の
会
と

協
議
を
重
ね
る
中
で
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を

設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
雪
解
け
を
待
っ
て
今

「くくり罠」の実演紹介

ドローンを実際に操縦しながら説明

ドローンからの遠望写真

伏せ施工

初
め
て
ド
ロ
ー
ン
を
体
感

�

南
木
曽
支
署
で
職
員
説
明
会
を
開
催

湿
原
の
荒
廃
を
守
れ

�

イ
ノ
シ
シ
対
策
で
官
民
連
携
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回
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

設
置
方
法
は
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
鉄
線
（
線
径
五

㍉
㍍
、
横
二
㍍
×
縦
一
㍍
）
の
網
を
か
ぶ
せ
る

「
伏
せ
施
工
」
と
、
網
を
立
て
て
組
む
「
立
て

施
工
」
の
二
通
り
と
し
、
十
一
月
上
旬
ま
で
設

置
を
続
け
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
と
併
せ
て
設
置

効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
信
署
］
六
月
十
四
日
、
東
京
都
中
野
区
立

白
桜
小
学
校
五
年
生
の
生
徒
五
十
六
名
を
対
象

と
し
た
森
林
教
室
を
長
倉
山
千
ヶ
滝
周
辺
の
国

有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
野
区
教
育
委
員
会
と
東
信
森
林
管
理
署
と

の
間
で
遊
々
の
森
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
除
伐
体
験
班
と
森
林
散
策
班
の
二

班
に
分
け
、
除
伐
体
験
班
は
ヒ
ノ
キ
の
除
伐
を

森
林
散
策
班
は
遊
々
の
森
の
散
策
を
行
い
ま
し

た
。
除
伐
す
る
木
を
児
童
に
考
え
て
も
ら
い
、

な
ぜ
そ
の
木
を
伐
る
の
か
み
ん
な
で
話
し
合
い

を
し
て
か
ら
ノ
コ
ギ
リ
で
伐
倒
し
、
き
れ
い
に

玉
切
り
し
た
あ
と
コ
ー
ス
タ
ー
に
し
て
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

森
林
散
策
で
は
森
林
の
働
き
、
間
伐
の
目
的

な
ど
約
一
時
間
歩
き
な
が
ら
案
内
人
の
話
を
興

味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
測
竿
を
使
っ
て
、
木
の
高
さ
を

測
る
体
験
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
来
た
い
と
い
っ
た
声
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
六
月
七
日
、
戸
隠
森
林
植
物
園
保

護
管
理
協
議
会
と
一
般
財
団
法
人
日
本
森
林
林

業
振
興
会
長
野
支
部
に
よ
る
「
戸
隠
森
林
植
物

園
」
の
整
備
・
管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
支
援

協
定
更
新
の
た
め
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三

日
、
同
協
議
会
と
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
野

支
部
が
、
戸
隠
森
林
植
物
園
内
施
設
整
備
の
た

め
に
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
更
新
に

よ
り
、
平
成
三
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
の

間
、
歩
道
修
理
用
資
材
の
提
供
等
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管
理
協
議
会
の
極
意

憲
雄
会
長
か
ら
は
「
経
済
環
境
が
厳
し
い
中
、

支
援
協
定
を
三
度
に
わ
た
り
更
新
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
致
し
ま
す
。
近
年
、
戸
隠
は
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
マ
ス
コ
ミ
等
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増

加
し
て
い
る
。
提
供
さ
れ
る
資
材
等
は
、
戸
隠

森
林
植
物
園
の
利
用
者
へ
安
全
で
安
心
し
て
訪

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
っ
か
り
役
立
て
た

い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
該
協
定
に
よ
る
資
材
は
、
毎
年
、
戸
隠
森

林
植
物
園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
道
の
補
修
用

資
材
等
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
信
署
と
し
て
も
、
今
後
、
地
元

長
野
市
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
協
力
し
つ

つ
、
更
な
る
整
備
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

立て施工

森林の働きの説明について耳を傾ける児童

調印後、笑顔で握手する土田支部長（左）、極意会長（右）

提供資材で補修されたバリアフリー歩道

中
野
区
立
白
桜
小
学
校
五
年
生
を

�

対
象
に
「
森
林
教
室
」
を
実
施

戸
隠
森
林
植
物
園
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

�

サ
ポ
ー
タ
ー
協
定
を
更
新
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 【
東
信
森
林
管
理
署
　
佐
久
平
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官
　
野
尻
　
靖

　

佐
久
平
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
佐
久
市
岩

村
田
に
所
在
し
、
佐
久
市
及
び
佐
久
穂
町
を
流

れ
る
千
曲
川
を
挟
ん
で
、
東
側
の
茂
来
山
や
妙

義
荒
船
佐
久
高
原
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
荒
船
山
な
ど
と
、
西
側
の
八
ヶ
岳
中
信
高
原

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
八
ヶ
岳
連
峰
の

北
横
岳
、
大
岳
な
ど
の
、
中
腹
～
山
麓
近
く
に

至
る
標
高
九
〇
〇
㍍
～
二
四
七
二
㍍
、
約

九
七
〇
〇
〇
㌶
の
国
有
林
野
を
管
轄
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
国
有
林
の
約
七
割
が
人
工
林
で
大
部
分

が
カ
ラ
マ
ツ
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
が

植
栽
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
徳
利

病
と
な
る
傾
向
が
強
く
、
人
工
林
の
適
地
適
木

は
カ
ラ
マ
ツ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
東
信
地
方

の
カ
ラ
マ
ツ
は
強
度
が
あ
る
と
と
も
に
、
脱

脂
、
加
工
技
術
等
の
進
歩
に
よ
り
近
年
ま
す
ま

す
人
気
、
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
年
間
一
万
立
方
㍍
前
後
の
木
材
を
、
生

産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
高
効
率
・

低
コ
ス
ト
か
つ
安
全
を
意
識
し
な
が
ら
活
力
み

な
ぎ
る
木
材
生
産
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
林
の
中
や
そ
の
周
辺
に
も
ナ

ラ
・
ク
リ
・
カ
ン
バ
な
ど
天
然
木
が
生
育
し
て

い
る
箇
所
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
「
多

様
な
森
林
づ
く
り
」
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
実
践
、
実
験
、
研
究
を
重

ね
な
が
ら
技
術
を
確
立
し
、
現
地
に
適
し
た
最

適
の
方
法
で
森
林
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
管
内
で
も
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
立
木
食
害
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
下
層
植
生
が
雪
に
覆
わ
れ
る
冬
期
間

に
根
際
や
樹
皮
が
食
害
さ
れ
て
い
る
立
木
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
、
今
年
度
か
ら
猟
友
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
委
託
事
業
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
捕
獲
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
今
後
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
行
動
、
生
態
等
を
分
析
し
て
効
果
的
な

捕
獲
時
期
の
検
討
や
最
良
の
方
法
を
講
じ
な
が

ら
森
林
被
害
を
防
止
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
内
に
は
比
較
的
容
易
に
楽
し
め
る
登
山
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
北
八
ヶ
岳
方
面
の
北
横
岳
、
大
岳
、
双
子

山
、
東
の
荒
船
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

茂
来
山
の
中
腹
に
は
森
の
巨
人
た
ち
百
選
「
茂

来
山
の
コ
ブ
太
郎
」（
ト
チ
ノ
キ
・
推
定
樹
齢

二
五
〇
年
・
胸
高
直
径
一
七
〇
㌢
㍍
）
が
ど
っ

し
り
と
大
地
に
根
を
張
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク

ハ
ン
ト
に
こ
だ
わ
ら
ず
と
も
大
自
然
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
行
け

ば
茂
来
山
ま
で
わ
ず
か
、
せ
っ
か
く
な
の
で
頂

上
ま
で
足
を
延
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
八
ヶ
岳

連
峰
大
岳
の
下
方
に
は
上
か
ら
望
む
と
テ
ィ
ア

ド
ロ
ッ
プ
サ
ン
グ
ラ
ス
形
状
の
カ
ル
デ
ラ
、
双

子
池
（
雄
池
・
雌
池
）
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

雄
池
畔
の
山
腹
崩
壊
地
を
治
山
工
事
（
山
腹

工
）
で
自
然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
林
地
復
旧

を
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
更
に
神
秘
的
で

静
寂
な
世
界
が
皆
様
の
心
身
を
癒
や
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
榊
山

国
有
林
（
佐
久
市
田
口
）
に
あ
る
「
日
本
で
一

番
海
か
ら
遠
い
地
点
」
で
す
。
海
岸
線
か
ら
の

球
面
距
離
が
静
岡
・
神
奈
川
・
新
潟
の
四
地
点

か
ら
ほ
ぼ
一
一
四
・
九
㌔
㍍
で
、
到
達
写
真
等

を
佐
久
市
観
光
協
会
に
送
る
と
到
達
の
認
定
証

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
マ
ニ
ア
急
増
中
で

す
。
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
案
内
も
承
り
ま
す
！

　

当
事
務
所
の
職
員
は
、
森
林
官
、
森
林
技
術

員
の
二
名
で
、
ど
ん
な
に
多
忙
を
極
め
て
も
、

ど
ん
な
に
困
難
な
場
面
で
も
楽
し
み
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
づ
く
り
は
、
ま
ず
山
に
行
っ
て
山
を
知

り
、
将
来
ど
う
い
う
山
に
す
る
べ
き
か
と
い
う

考
え
を
持
ち
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

嗚
呼
、
今
日
も
山
の
空
気
と
弁
当
が
う
ま

い
！

平尾山から佐久平、八ヶ岳方面
（立科・大曲・屋敷入奥国有林）の

大展望（中央ピークは蓼科山）

皆伐地にナラ等の母樹を残存させて
天然更新を図る多様な森林づくり

（大曲国有林）

日本で一番海から遠い地点（榊山国有林）
（左が筆者、右が森林技術員）

双子池 雄池（屋敷入奥国有林）
（中央ピークが大岳、対岸中央で治山工事を実施）

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂
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天
生
県
立
自
然
公
園
（
平
成
十
年
四
月
一
日

指
定
）
の
古
川
担
当
区
部
内
は
、
天
生
国
有
林

二
五
五
㌶
、
横
谷
国
有
林
六
一
㌶
で
天
生
峠
以

南
の
広
大
な
面
積
の
ブ
ナ
の
原
生
林
の
他
、
高

層
湿
原
、
カ
ツ
ラ
や
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
の
大
木

で
構
成
さ
れ
る
渓
畔
林
、
更
に
標
高
が
上
が
る

と
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
亜
高
山
帯

の
植
生
や
風
衝
地
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
豊
か

な
自
然
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雪
解
け
の
直
後
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に
始
ま

り
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
、
コ
バ
イ
ケ
ソ
ウ
な
ど
、
花
が
絶
え
る

こ
と
が
な
い
の
が
天
生
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

な
か
で
も
天
生
高
層
湿
原
や
渓
畔
林
で
は
、
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
一
面
お
花
畑
に
な
り
ま

す
。
山
地
帯
（
ブ
ナ
帯
）
か
ら
亜
高
山
帯
の
植

物
や
湿
原
の
植
物
を
は
じ
め
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
四
十
数
種
の
野
鳥
な
ど
多
様
な
動
植
物
の

生
態
系
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　

秋
に
は
、
様
々
な
種
類
や
形
、
大
き
さ
の

植
物
が
立
体
的
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

赤
・
黄
・
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
な
ど
の
複
雑
多

様
な
紅
葉
（
写
真
１
）
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

天
生
峠
（
標
高
一
二
九
〇
㍍
）
を
起
点
と
す

る
六
・二
㌔
㍍
の
遊
歩
道
は
、
中
部
北
陸
自
然

歩
道
に
指
定
さ
れ
、
健
脚
向
き
の
登
山
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
峠
駐
車
場
か
ら
約
一
・四

㌔
㍍
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
登
る
と
植
物

群
落
保
護
林
（
天
生
高
層
湿
原
）。
こ
こ
に
は

匠
屋
敷
が
あ
り
古
来
の
伝
説
を
漂
わ
せ
て
い
ま

　

奥
飛
騨
の
秘
境
・
飛
騨
市
河
合
町
は
、
岐
阜

県
北
部
に
位
置
し
、
東
は
槍
・
穂
高
な
ど
の
北

ア
ル
プ
ス
、
西
は
霊
峰
・
白
山
を
望
む
山
々
に

囲
ま
れ
た
地
で
、
日
本
海
型
の
気
候
区
に
属
し

特
に
冬
期
の
降
雪
量
が
多
く
豪
雪
地
帯
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
白
川
村
と
の
境
に
あ
る
天
生

峠
は
一
年
の
半
分
を
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま

す
。

す
。
ブ
ナ
等
に

囲
ま
れ
た
高
層

湿
原
（
県
の
天

然
記
念
物
に
指

定
）
で
、
春
の

雪
解
け
の
時
期

に
は
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
や
リ
ュ

ウ
キ
ン
カ
（
写

真
２
）
が
咲
き

誇
り
ま
す
。
湿

原
の
内
部
に
は

イ
ヌ
ツ
ゲ
等
の

低
木
が
侵
入
し

始
め
て
お
り
、

湿
原
の
陸
化
が

進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

高
層
湿
原
よ

り
一
・九
㌔
㍍

地
点
に
は
、
な

だ
ら
か
な
尾
根
の
頂
上
部
付
近
に
木
平
湿
原

（
写
真
３
）
が
あ
り
ま
す
。
湿
原
の
中
に
は
小

丘
が
点
在
し
、
小
規
模
な
美
し
い
湿
原
景
観
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　

高
層
湿
原
を
眺
め
な
が
ら
〇
・五
㌔
㍍
で
カ

ラ
谷
分
岐
（
標
高
一
三
六
〇
㍍
）
へ
。
こ
こ
か

ら
木
平
探
勝
路
（
木
平
湿
原
を
過
ぎ
る
と
ダ

ケ
カ
ン
バ
、
ブ
ナ
の
原
生
林
）、
カ
ラ
谷
登
山

道
（
カ
ツ
ラ
の
巨
木
群
「
カ
ツ
ラ
門
」（
写
真

４
）
が
あ
り
写
真
撮
影
の
人
気
の
場
所
）、
ブ

ナ
探
勝
路
（
ブ
ナ
の
原
生
林
は
天
生
県
立
自
然

公
園
を
代
表
す
る
植
物
景
観
）
に
分
か
れ
籾
糠

分
岐
（
標
高
一
六
二
〇
㍍
）
で
合
流
（
亜
高
山

帯
の
針
葉
樹
林
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
）。

　

天
生
峠
か
ら
約
三
時
間
で
籾
糠
山

（
一
七
四
四
・三
㍍
）
山
頂
へ
。
そ
の
名
の
と
お

り
籾
糠
が
積
も
っ
た
よ
う
な
特
徴
的
な
山
頂
部

を
持
つ
籾
糠
山
か
ら
は
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ

マ
。
北
ア
ル
プ
ス
等
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
眼
下
に
は
下
小
鳥
ダ
ム
が
多
く
の
水
を
蓄

え
て
い
ま
す
。

　

原
生
林
へ
の
入
口
、
天
生
峠
へ
足
を
運
ん

で
、
大
自
然
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ア
ク
セ
ス

　

Ｊ
Ｒ
飛
騨
古
川
よ
り
車
で
三
一
㌔
㍍（
約

五
十
分
）

　

白
川
郷
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
一
二
㌔
㍍（
約
二
十

分
）

紅葉の天生高層湿原（写真１）

ミズバショウとリュウキンカ（写真２）

カツラ門（写真４）

新緑の木平湿原（写真３）


